
整理番号

1

2

3

4

5

質疑（応答記録）

公告№　：　№215　　　 公告日　：平成29年9月13日

質　疑　事　項

（共通）

Ｓ－１０８～１３２図
第１・第２ホールのステージ上部の柱頭補強鉄骨ですが、部材の搬入に
伴い、ステージ廻りの撤去・復旧が必要でしょうか。必要な場合は、施工
範囲をご指示下さい。

Ｓ－１０８～１３２図
上記に続きますが、柱頭補強鉄骨の仕上塗装（ＳＯＰ）の有無が不明で
す。ご指示下さい。

（共通　構造）
特Ａ－６・Ａ－０８２・１１５図
構造特記仕様書－１の８．３章：コンクリート工事：０９に於いて、普通コ
ンクリートの品質管理に強度・スランプ値・高性能ＡＥ減水剤の適用箇所
が「床」と指示があり、壁の指示がありません。壁のコンクリートは、床と
同仕様としてよろしいですか。

鉄骨錆止め塗装の仕様が相違しています。
・特Ａ－７図　構造特記仕様書－２の８．５章：鉄骨工事：２０　―　ＪＩＳ
Ｋ５６７４
・Ａ－００２図　仕上特記事項：１２．仕上材料名表示凡例　―　ＪＩＳ　Ｋ５
５５１（エポキシ樹脂系）
ＪＩＳ　Ｋ５６７４を正としてよろしいですか。

特Ａ－７図
上記に於いて、ＪＩＳ　Ｋ５６７４が正の場合は、鉄骨錆止め塗装の塗装回
数は、工場２回＋現場タッチアップ２回としてよろしいですか。

回　答

不要です。

錆止塗装のみです。仕上塗装はありません。

よろしい。

仕上げに応じて錆止め塗装が変わります。どちらの特記も正となります。

錆止め塗装回数については、特記仕様書に示すとおりとする。

工事名（件名）　：文化会館大規模改修工事　　　　　　　　　　

1/29



整理番号 質　疑　事　項 回　答

6

7

8

9

10

11

12

Ａ－００２図
上記に於いて、ＪＩＳ　Ｋ５５５１が正の場合は、下記をご指示下さい。
①エポキシ樹脂系（ハイポン）の品番
②下地処理の程度
③工場、現場毎の塗装回数

特Ａ－７図
構造特記仕様書－２の８．５章：鉄骨工事：２１に於いて、耐火被覆の種
類で「ｅ．発泡性耐火塗料塗り」の指示がありますが、図中に指示があり
ません。必要な場合は、施工範囲をご指示下さい。

Ａ－０６０・０６５・０６６図
便所改修　平面詳細図・天井伏図・展開図２・７・８に於いて、復旧スラブ
の型枠施工方法ですが、在来型枠にて施工し、コンクリート打設後に取
外しとしてよろしいですか。

Ａ－１１５図
部分詳細図５（便所改修）のＤ－０３８に於いて、和便器撤去部にあと施
工アンカー（金属拡張型）の指示がありますが、打込み方式ｏｒ締付け方
式が不明です。ご指示下さい。

Ａ－１１５図
部分詳細図５（便所改修）のＤ－０３８に於いて、和便器撤去部にあと施
工アンカー（金属拡張型）Ｄ１３＠２００縦横共の指示がありますが、シン
グルの図示です。スラブ厚Ｔ２７０の場合は、ダブルとしてよろしいです
か。

Ａ－１１５図
部分詳細図５（便所改修）のＤ－０４２～Ｄ－０４４に於いて、接着系アン
カーの定着長が不明です。２０ｄ程度としてよろしいですか。

Ａ－１１５図
部分詳細図５（便所改修）のＤ－０４３に於いて、スラブ筋の継手にフレ
ア溶接の指示がありますが、施工箇所が不明です。スラブ１か所につ
き、１か所継手（フレア溶接）を見込むとしてよろしいですか。

①メーカーの指定はありません。使用材料承認願を提出のうえ、承認しま
す。
②③特記仕様書によります。なおDP塗装の場合、ＪＩＳ　Ｋ５５５１となりま
す。　詳細は建築改修工事標準仕様書に準ずる。

該当箇所無しとします。

よろしい。

打込み方式とする。

よろしい。

S-01　あと施工アンカー特記仕様書による。

施工箇所はスラブ開口閉塞箇所で図面による。
開口周囲にあと施工アンカーを行い、同位置の後施工アンカー筋をフレア
溶接で接続する。(同位置のアンカー筋につき1箇所)
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

13

14

15

16

Ａ－１１５図
部分詳細図５（便所改修）のＤ－０４４に於いて、スラブ筋の接続が接着
系アンカーとフレア溶接の２種類ありますが、使い分けが不明です。既
存取合いは全て接着系アンカーとしてよろしいですか。

スラブ鉄筋コンクリートのスランプ値が相違しています。
・特Ａ－６図　構造特記仕様書－１の８．３章：コンクリート工事：０９　―
Ｓ１８
・Ａ－１１５図・部分詳細図５（便所改修）　―　Ｓ１５
Ｓ１８を正としてよろしいですか。

鉄筋コンクリートの強度が相違しています。
・特Ａ－６図・設計図（構造特記仕様書－１の８．３章：コンクリート工事：
０９他）　―　設計基準強度２１Ｎ
・参考数量書　２ホール便所改修　躯体改修（改修（第２ホールロビー
１））他　―　呼び強度２１
設計基準強度２１Ｎを正としてよろしいですか。

（共通　外部）

参考数量表に於いて、下記の項目がありますが、図示がありません。参
考数量表通りとしてよろしいですか。
①防水改修　防水改修　改修　―　庇塗膜防水
②防水改修　防水改修　改修　―　庇コンクリート直均し仕上げ
③外壁改修　外壁改修　改修　―　庇先端金物

よろしい。

よろしい。

よろしい。

A-114図 D-025,026参照。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

17

18

19

20

下記のメーカー・品番が不明です。ご指示下さい。
Ａ－００３図①屋根１　改質アスファルト防水（ＡＳＩ－Ｔ１　Ｍ３ＡＳＩ工法）
Ａ－００３図②屋根２　ウレタンゴム系塗膜防水（Ｘ－２　Ｌ４Ｘ工法）
Ａ－００３図③屋根３　改質アスファルト防水（ＡＳ－Ｔ３　Ｍ３ＡＳ工法）
Ａ－００３図④屋根５　合成高分子系ルーフィングシート防水（Ｓ－Ｆ２　Ｓ
３Ｓ工法）
Ａ－００３図⑤ルーフドレイン　改修用ドレン　アルミドレンキャップ（竪
型、横型共）
Ａ－００３図⑥外壁Ａ　既存外壁磁器質タイルＡ
Ａ－００３図⑦既設階段及びテラス床　ウレタン樹脂系塗床
Ａ－０８３図⑧既設外壁タイル面　特殊繊維強化アクリル樹脂塗布
Ａ－０９３図⑨ホール棟屋根他　既設アルミ化粧笠木
Ａ－０９３図⑩会議管理棟屋根他　　既設アルミ笠木

（共通　内部）

参考明細書に計上あります下記の項目が図面では指示が無く不明で
す。詳細・範囲等をご指示下さい。
①第１ホール改修　ホール下り壁軽量鉄骨天井下地＠３００
②第２ホール改修　ホール天井軽量鉄骨天井下地＠３００
③第２ホール改修　ホール天井（壁際）塞ぎ板Ｗ４０×Ｈ３０
④第２ホール改修　ホール天井（壁際）塞ぎ板Ｗ４０×Ｈ３０　曲面
⑤第２ホール改修　耐火間仕切（ＬＧＳ１００）
⑥便所改修　軽量鉄骨間仕切壁＠３００
⑦第２ホール便所改修　軽量鉄骨間仕切壁＠３００

天井仕上化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞの厚さが相違しています。
Ａ－００４・００５図他　内部仕上表２・３　―　Ｔ９．５
特Ａ－００３図　特記仕様書（改修３）　―　Ｔ１２．５
Ｔ９．５を正としてよろしいですか。

上記の質疑の化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞは不燃としてよろしいですか。

メーカーの指定はありません。使用材料承認願を提出のうえ、承認しま
す。

①シーリングスポット室　壁部とする。
②シーリングスポット室　天井部とする。
③、④A-111図　D-005による。
⑤映写室客席側上部壁
⑥、⑦各所便所平面詳細図による。

よろしい。

よろしい。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

21

22

23

24

25

Ａ－０５９他・００７図
便所改修　平面詳細図・天井伏図・展開図１他に於いて、改修後のＲＣ
壁面（仕上撤去跡）の壁凡例がＬＧＳ３：ＬＧＳ＋特殊弾性接着剤と指示
がありますが、エレメント図２（便所改修）ＬＧＳ３：乾式軽量ふかし壁の詳
細では、乾式軽量スタッドの指示です。ＵＬ工法（ＵＬスタッド）としてよろ
しいですか。

ＬＧＳ２・３の壁下地が相違しています。
Ａ－００７図　エレメント図２　―　耐水石膏ボードＴ１２．５
Ａ－０５９図他　便所改修　平面詳細図・天井伏図・展開図１　―　耐水
合板Ｔ１２
耐水石膏ボードＴ１２．５を正としてよろしいですか。

Ａ－００４・００５・１１５図
内部仕上表２・３に於いて、改修前男子便所１（客用）他床に防水の指示
がありますが、部分詳細図５（便所改修）：Ｄ－０３８　和便器撤去部分の
床コンクリートスラブ撤去部防水立上りの納まり詳細が不明です。ご指
示下さい。

Ａ－００２・００３図
仕上特記事項：１２．仕上材名表示凡例に於いて、ビニル床シートがＡ・
Ｂの２種類ありますが、内部仕上表１では、下記のビニル床シートがＡ・
Ｂ何れに該当するか不明です。ご指示下さい。
①第１ホール客席
②第２ホール客席
③廊下１

Ａ－００３図
外部、内部仕上表１に於いて、第１ホール投光室及び第２ホール映写
室・控室・投光室・シーリングスポット室の床：タイルカーペット新設にフェ
ルト下地の指示がありません。第２ホール投光室・シーリングスポット室
は鋼板面の為、第１ホールのシーリングスポット室と同様にフェルト下地
が必要とし、その他は不要としてよろしいですか。

エレメント図２を正とする。

耐水合板t=12を正とします。

改修で防水立ち上がりは施工しません。
改修後の床は乾式になります。

①②③共ビニル床シートBです。

タイルカーペット新設部はすべてフェルト下地が必要です。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

26

27

28

29

30

31

Ａ－０２９・０３５図
第２ホール改修　矩計図１（改修後）・断面詳細図４（現況・改修後）に於
いて、第２ホール映写室下部の改修後天井下地：有孔ケイカル板Ｔ８の
孔径・ピッチが「８φ＠１６」とありますが、その他の壁・天井有孔ケイカ
ル板には孔径・ピッチの指示がありません。第１ホール・第２ホール共
に、有孔ケイカル板は全て８φ＠１６としてよろしいですか。

Ａ－００２・０４８図
仕上特記事項に於いて、特定天井の適用箇所がロビー・エントランスと
ありますが、第１ホールロビー改修　矩計図３（改修後）では、ロビーの
天井が、「耐震吊り天井」と「準構造天井」の指示があります。特定天井
で仕様が「耐震吊り天井」と「準構造天井」の２種類あるとしてよろしいで
すか。

Ａ－０４８図
上記質疑の「耐震吊り天井」と「準構造天井」の指示があります。「耐震
吊り天井」と「準構造天井」の仕様・詳細が不明です。ご指示下さい。

Ａ－００２図
仕上特記事項に於いて、特定天井の適用箇所がロビー・エントランスと
ありますが、第１ホール・第２ホールも、高さ６．０ｍを超え、２００ｍ２を
超える為、特定天井に該当すると思われます。特定天井の仕様をご指
示下さい。

Ａ－０２２・０３９図
第１・２ホール改修　天井伏図（改修後）に於いて、仕上凡例に⑥見切
縁：木製　内装薄塗材Ｅとありますが、天井伏図上で⑥が指示ありませ
ん。必要な場合は施工範囲をご指示下さい。

―
消火器及び消火器ボックスに於いて、下記を改修区分毎ご指示下さい。
①消火器の工事区分及び設置数
②消火器ボックスの有無
③消火器ボックスがある場合は、埋込型・床置き型の区分及び設置数
④紹介ボックスがある場合は、同等メーカー・品番

よろしい。

よろしい。
第１ホールロビーの天井は「耐震吊り天井」と「準構造天井」の範囲に分
かれています。

耐震吊り天井：A-051図による。
準構造天井：構造図による　S-６０～７４

第１ホール・第２ホールは、準構造天井になります。

A-022　X6-X7間にて⑥の箇所があります。

消火器は工事対象外です。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

32

33

34

35

36

37

下記の既存仕上の厚さが不明です。ご指示下さい。
Ａ－００３～００５図　①【ホール・投光室他】床：ビニルタイル
Ａ－００３～００５図　②【廊下他】床：長尺ビニルシート
Ａ－００５図　③【ホワイエ（ＷＣ前通路）】床：ゴムタイル

Ａ－００２図
仕上特記事項に於いて、１０．特記事項の便所改修工事に「手摺・チャイ
ルドシート等の取付部は下地補強する事」とありますが、下地補強の仕
様が不明です。耐水合板Ｔ１２としてよろしいですか。

水廻り雑物取合い部のシーリングの仕様が相違しています。
・Ａ－００２図　仕上特記事項　―　ＳＲ－１
・Ａ－１１５図　部分詳細図５（便所改修）：Ｄ－０３６ライニング面台　―
ＭＳ－２
ＳＲ－１を正としてよろしいですか

Ａ－００２図
上記の質疑に関連しますが、内部雑物取合いシーリングは、下記として
よろしいですか。
・水廻り：寸法５×５
・水廻り以外：変成シリコン２成分形１０×１０
・石及びタイル類：ポリサルファイド系２成分形５×５

下記のメーカー・品番が不明です。ご指示下さい。
・特Ａ－００３・Ａ－１１５図　①トイレブース（高圧メラミン化粧板）
・特Ａ－００３図　②階段滑り止め（ステンレスＷ３５　ビニルタイヤ入り）
・特Ａ－００４図　③天井点検口（アルミ　額縁タイプ）
・特Ａ－００４図　④床下点検口（ステンレス　受け枠ステンレス）

Ａ－１１４図
部分詳細図４に於いて、Ｄ－０２８：天井開口リストの電気設備・機械設
備の各々に「点検口」とありますが、寸法が不明です。４５０角でよろしい
ですか。

ビニル床タイル、長尺ビニルシートｔ2.0程度、ゴムタイルはｔ5.0程度とす
る。

よろしい。なお、取り付け機器の強度確保に必要な補強を原則とする。

よろしい。

シーリング幅は図面による。

メーカーの指定はありません。使用材料承認願を提出のうえ、承認しま
す。

よろしい。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

38

39

40

41

42

43

44

Ａ－１１４図
部分詳細図４に於いて、Ｄ－０２８：天井開口リストに「トイレ」欄がありま
すが、トイレの改修が「２ホール便所改修」と「便所改修」の２つに分かれ
る為、振分け数量が不明です。「２ホール便所改修」と「便所改修」の振
分け数量をご指示下さい。

Ａ－１２３図
サイン計画図に於いて、下記の現状の寸法・仕様が不明です。ご指示
下さい。
①第１・２ホールロビー　案内サイン
②エントランスホール　案内サイン

下記のメーカー・品番が不明です。ご指示下さい。
Ａ－００４図　①【第４ホール他】壁　クロス貼
Ａ－００４図　③【第４ホール他】天井　岩綿吸音板Ｔ１２

（共通　建具）

特Ａ－００４図
特記仕様書（改修４）に於いて、ＳＯＰの鋼製建具塗替Ａ種の指示です
が、鋼製建具はＤＰ塗替です。ＳＯＰ塗替の必要な建具は不要としてよろ
しいですか。

Ａ－０７６・０７７図
ＬＳＤ等に於いて、仕上が焼付け塗装の指示ですが、枠の仕上げも焼付
け塗装でよろしいですか。

Ａ－０２３・０４０・０７７
ホール・音漏れ対策撤去建具に於いて、ＳＤの沓摺の有無が不明です。
沓摺は有りと判断してよろしいですか。

（第１ホール改修　構造）
Ｓ－３０・０６～２６図
第１ホール新設部材リストに於いて、ｏＢ６の備考欄に「あと施工アン
カー、ＢＰＬ－２２×２００×２００、無収縮モルタルＴ３０、モルタル剥離防
止ＰＬ－６」の指示がありますが、部材の使用場所が不明です。必要な
場合は、施工場所をご指示下さい。
（第１ホール改修　内部）

よろしい。

2階客席下天井受け材（S-16、S-36参照）

２ホール便所改修分として、電気設備７箇所、機械設備２箇所とする。

図示のとおり。
既設サインと同サイズ、同仕様程度とします。

メーカーの指定はありません。使用材料承認願を提出のうえ、承認しま
す。

よろしい。

よろしい。
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45

46

47

48

49

50

Ａ－００３・０１５～０１７図
外部、内部仕上表及び第１ホール改修　矩計図（現況・改修後）に於い
て、第１ホール客席の現況・改修後床仕上が「ビニル床タイル、カーペッ
ト敷き」の２種類記載ありますが、それぞれの施工範囲が不明です。ご
指示下さい。

Ａ－０１６図
第１ホール改修　矩計図１（改修後）に於いて、Ｘ８～９通り仕切幕収納
部の側面Ｈ２，１５５分及び天端に「グラスウールボードＴ５０　ガラスクロ
ス押え　ＬＧＳ下地」とありますが、グラスウールボード下地の指示があり
ません。収納部側面下部Ｈ６２５分と同様に側面・天井共にＰＢ９．５＋１
２．５下地が必要としてよろしいですか。

第１ホール：投光室下部の現況天井仕上が相違しています。
Ａ－０１５図　第１ホール改修　矩計図（現況）　―　ＰＢ９．５＋ＡＥＰ　有
孔ケイカル板Ｔ６＋グラスウールＴ５０
Ａ－０２１図　第１ホール改修　天井伏図（現況）　―　ＰＢ９．５＋ＡＥＰ
ＰＢ９．５＋ＡＥＰ　有孔ケイカル板Ｔ６＋グラスウールＴ５０を正としてよろ
しいですか。

第１ホールＹ３・Ｙ８通り壁際の幕板：スチールＰＬ－１．６（Ｈ２００）の表面
仕上が相違しています。
Ａ－０１７図　第１ホール改修　矩計図２（改修後）　―　ＳＯＰ
Ａ－１１１図　部分詳細図１：Ｄ－００５（Ａ部詳細）　―　ＳＯＰ
Ａ－１１１図　部分詳細図１：Ｄ－００５　―　焼付塗装
ＳＯＰを正としてよろしいですか。

第１シーリングスポット室の改修後天井高さが相違しています。
Ａ－００３図　外部、内部仕上表１　―　２，２００
Ａ－０１６図　第１ホール改修　矩計図１（改修後）　―　２，２００
Ａ－１１１図　部分詳細図１：Ｄ－００３　―　２，３００
２，２００を正としてよろしいですか。

第２シーリングスポット室の改修後天井高さが相違しています。
Ａ－００３図　外部、内部仕上表１　―　２，２００
Ａ－０１６図　第１ホール改修　矩計図１（改修後）　―　２，２００
Ａ－１１１図　部分詳細図１：Ｄ－００２　―　２，１００
２，２００を正としてよろしいですか。

通路部及び階段部の踏面面はタイルカーペット敷き。
客席椅子部分及びオーケストラピット床部分はビニル床タイルとする。

よろしい。

よろしい。

よろしい。

よろしい。

よろしい。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

51

52

53

54

55

56

57

Ａ－０２４図
第１ホール改修　キャットウォーク平面図２（現況）に於いて、Ｘ７～８通り
間のすのこ上にキャットウォークと思われる図示が両側にありますが、
床レベルが不明です。すのこ天端＋７５０程度としてよろしいですか。

Ａ－０２４図
第１ホール改修　キャットウォーク平面図２（現況）に於いて、すのこ周囲
の手摺の有無が不明です。キャットウォークの手摺と同等のものがある
としてよろしいですか。

Ａ－１１１図
部分詳細図１に於いて、Ｄ－００３：第１ホール第１シーリングスポット室
の既設貫通部カバープレート廻りにシーリングの指示がありませんが、
Ｄ－００２：第１ホール第２シーリングスポット室の既設貫通部カバープ
レート廻り同様に「４周シーリング（ＭＳ－２）Ｗ１０」が必要としてよろしい
ですか。
（第１ホール改修　建具）

Ａ－１１１・０４４図
第１ホール投光室のＳＷ－１に於いて、縦方向の額縁の有無と額縁の
寸法が不明です。上額縁と同様のＷ２８６にて必要としてよろしいです
か。

Ａ－１１１・０４４図
上記の質疑に於いて、額縁の厚さが不明です。スチールＴ１．６としてよ
ろしいですか。

Ａ－１１１・０４４図
第１ホール投光室のＳＷ－１に於いて、下部の面台には既設柱周りに
シーリングの指示ですが、上額縁には指示がありません。上額縁には
必要でよろしいですか。

（第２ホール改修　構造）

Ａ－１１２図
部分詳細図２のＤ－００８：第２ホール映写室に於いて、床ＡＬＣ版～梁
天端の取合いに嵩上げ鋼材の図示がありますが、部材メンバーが不明
です。Ｃ－１００×５０×２０×２．３程度としてよろしいですか。

よろしい。

よろしい。

よろしい。

よろしい。

よろしい。

よろしい。

無しとする。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

58

59

60

61

62

Ｓ－３７・３９・５０図
第２ホール改修前Ｍ４（１～３）ＦＬ伏図に於いて、２Ｇ・２Ｈ通りにＲＣ壁撤
去が指示ありますが、Ｙ１０・１４Ａ通り（一部２Ｇ・２Ｈ通り）軸組図他で撤
去範囲・カッター入れの範囲が指示ありません。撤去範囲が分かる軸組
図をご提示下さい。

M3FLの撤去範囲はS-50 による。
M4 （1FL)　(2FL)　(3FL）の撤去範囲は記載寸法の壁を全撤去とする。

Ａ－１１２図
上記に続きますが、映写室の屋根ＡＬＣ版にも同様の受け鉄骨（Ｃ－１０
０×５０×２０×２．３程度）が必要としてよろしいですか。

Ｓ－５５・５６図
第２ホール雑詳細図（１）に於いて、ｔＢ１～Ｔｂ９のベースプレート部分に
「ＰＬ－６モルタル剥離防止」の指示がありません。第２ホール雑詳細図
（２）のｔＢ３ｂに倣い、横向き施工の場合は「ＰＬ－６モルタル剥離防止」
が必要としてよろしいですか。

Ｓ－５５図
第２ホール雑詳細図（１）に於いて、ｔＢ９のベースプレート寸法が相違し
ています。
・姿図　―　Ｂ．ＰＬ－２２×２５０×３００
・指示寸法　―　Ｂ．ＰＬ－２２×２２０×３００
Ｂ．ＰＬ－２２×２５０×３００を正としてよろしいですか。

Ｓ－５６図
第２ホール雑詳細図（２）に於いて、ｔＶ７のベースプレート寸法が相違し
ています。
・姿図　―　Ｂ．ＰＬ－３２×４００×４００
・指示寸法　―　Ｂ．ＰＬ－３２×３５０×４００
Ｂ．ＰＬ－３２×４００×４００を正としてよろしいですか。

（第２ホール改修　内部）

よろしい。

よろしい。

よろしい。

よろしい。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

63

64

65

66

Ａ－０３１図
第２ホール改修　断面詳細図１（現況・改修後）に於いて、既存コンク
リートブロック撤去部の押出し成形セメント板Ｔ６０新設が指示あります
が、下記についてご指示下さい。
①押出し成形セメント板は、縦張りとしてよろしいですか。
②押出し成形セメント板足元の詳細が、「Ｂ部　部分詳細」と「Ｂ’部　部
分詳細」の２つ記載ありますが、Ｂ’部　部分詳細の該当箇所が不明で
す。ご指示下さい。

①よろしい。
②Ｂ´部はＳ-38図、Ｓ-49図の記載の（Ｍ3ＦＬ伏図）（2Ｅ軸組図）Ｘ7～8　Ｙ
10通りの
ｔｂ6、ｔｂ3が既存ＲＣ躯体に接合する箇所とする。

Ｓ－５６図・Ａ－０３１図
構造図の第２ホール雑詳細図（２）：ＣＢ撤去後補強要領図に於いて、
「コンクリートブロックは耐力を確認の上、適切に補強すること」とありま
すが、補強要領が不明です。第２ホール改修　断面詳細図１（現況・改
修後）では、既存コンクリートブロック撤去部は押出し成形セメント板Ｔ６
０新設となりますが、「Ａ・Ｂ・Ｂ’部　部分詳細」に図示があるもの以外に
必要な項目がありましたら、ご指示下さい。

CBの補強要領は標準仕様書及び工事監理指針、改修工事監理指針に
準ずる。
既存コンクリートブロック撤去部の押出し成型セメント板t60新設部は基本
的には図示以外にはありません。

第２ホール客席部の現況・改修後の床仕上が相違しています。
Ａ－０２８～０３０図　第２ホール改修　矩計図（現況・改修後）　―　現
況：ビニル床タイル撤去　　　　　改修後：ビニル床シート新設
Ａ－００３図　外部、内部仕上表　―　現況：ビニルタイル・ＶＰ塗撤去、一
部カーペット敷　改修後：ビニル床シート新設、カーペット既存のまま
Ａ－０２７図　第２ホール改修　断面図（現況・改修後）　―　現況：床カー
ペット撤去　　　改修後：ビニル床タイル
現況：ビニル床タイル撤去・改修後：ビニル床シート新設を正としてよろし
いですか。

よろしい。

Ａ－００３図
上記に於いて、第２ホールの既存床カーペット範囲がある場合は、下記
についてご指示下さい。
①既存カーペット敷の範囲が不明です。ご指示下さい。
②カーペット敷部の改修内容は、内部仕上表１より、既存のままとしてよ
ろしいですか。

①客席下部以外の通路部分はカーペット敷き。
②既存のままとする。
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67

68

69

70

第２ホール壁：小巾板の下地合板Ｔ５．５の有無が相違しています。
Ａ－００６図　エレメント図１　―　有り
Ａ－０３６図　第２ホール改修　断面展開図（現況・改修後）　―　無し
有りを正としてよろしいですか。

よろしい。

Ａ－００６・０３６図
エレメント図１に於いて、壁：３．米松小巾板部の壁下地構成に「柱９０×
９０＠１，８００」、「間柱４５×９０＠４５０」が指示ありますが、第２ホール
改修　断面展開図（現況・改修後）では、下地が「木下地３９×２２＠４５
０」の記載のみで、柱・間柱について指示がありません。柱・間柱は無く
木下地が有るとしてよろしいですか。

既設壁（天井）撤去に伴い、改修が必要な米松小巾板壁であるため、木
下地＠450が取付可能な柱及び間柱の設置は、本工事にて施工が必要
です。

第２ホール：映写室側面部の現況壁下地厚さが相違しています。
Ａ－０２８図　第２ホール改修　矩計図（現況）　―　有孔ケイカル板Ｔ６＋
グラスウール　ガラスクロスＴ５０
Ａ－０３７図　第２ホール改修　展開図（現況・改修後）　―　有孔ケイカ
ル板Ｔ６＋グラスウール　ガラスクロスＴ５０
Ａ－０３４図　第２ホール改修　映写室詳細図（現況）　―　有孔ケイカル
板Ｔ８＋グラスウール充填Ｔ１５０
有孔ケイカル板Ｔ６＋グラスウール　ガラスクロスＴ５０を正としてよろし
いですか。

Ｔ＝８ｍｍとする。

Ａ－００３・０３６・０３７図
外部、内部仕上表１に於いて、第２ホール客席の改修後壁仕上に「一部
有孔米松練付合板Ｔ６　ＣＬ新設」とありますが、第２ホール改修　断面
展開図（現況・改修後）では、壁仕上の新設は「米松小巾板Ｔ１８＋ＣＬ」・
「有孔ケイカル板Ｔ６＋ＥＰ－Ｇ　グラスウールＴ５０　３２ＫＧ」の２種のみ
で、有孔米松練付合板Ｔ６＋ＣＬが指示ありません。有孔米松練付合板
Ｔ６＋ＣＬが必要な場合は施工範囲をご指示下さい。

有孔米松練付合板は無しとします。
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71

72

73

74

75

Ａ－００３・０２８図
外部、内部仕上表１に於いて、第２ホール投光室改修後壁仕上に「既設
部　ＥＰ塗替（黒）とありますが、既設部の該当範囲が不明です。第２
ホール改修　矩計図（現況）より、投光室の壁は全面撤去の為、既設部
は該当無しとしてよろしいですか。

よろしい。

第２ホール映写室の改修後床下地：木床組の米栂根太寸法が相違して
います。
Ａ－００６図　エレメント図１　―　６０×３０
Ａ－１１２図　部分詳細図２：Ｄ－００８　―　６０×３０
Ａ－０２９図　第２ホール改修　矩計図１（改修後）　―　６０×６０
６０×３０を正としてよろしいですか。

よろしい。

第２ホール投光室下部の改修後天井仕上が相違しています。
Ａ－０２９図　第２ホール改修　矩計図１（改修後）　―　繊維混入石膏板
Ｔ６＋６＋内装薄塗材Ｅ
Ａ－０３３図　第２ホール改修　断面詳細図３（現況・改修後）　―　繊維
混入石膏板Ｔ６＋６＋内装薄塗材Ｅ
Ａ－０３９図　第２ホール改修　天井伏図（改修後）　―　繊維混入石膏
板Ｔ６＋６＋内装薄塗材Ｅ
Ａ－０３７図　第２ホール改修　展開図（現況・改修後）　―　ＧＢ－Ｒ　ｔ１
２．５＋９．５＋内装薄塗材Ｅ
繊維混入石膏板Ｔ６＋６＋内装薄塗材Ｅを正としてよろしいですか。

よろしい。

Ａ－００３図
外部、内部仕上表１に於いて、改修後第２ホールの廻り縁が「木仕上部
除き、ＰＶＣ（新）」とありますが、木仕上部の廻り縁の仕様・形状が不明
です。ご指示下さい。

木仕上部対象箇所は無しとします。

第２ホール投光室の現況壁仕上が相違しています。
Ａ－０２８図　第２ホール改修　矩計図（現況）　―　木毛セメント板Ｔ３０
Ａ－０３３図　第２ホール改修　断面詳細図３（現況・改修後）　―　木毛
版Ｔ３０　ＡＥＰ
Ａ－００３図　外部、内部仕上表１　―　合板型枠打放し　ＥＰ塗装
木毛セメント板Ｔ３０を正としてよろしいですか。

木毛セメント板ｔ３０　ＡＥＰ　とする。
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76

77

78

79

80

Ｍ－６７図
舞台吊物機構　幕地着脱図に於いて、大ホールの下記の寸法が不明で
す。ご指示下さい。
①絞り緞帳
②暗天幕

①絞り緞帳　幅約20,400　高さ約8,000(舞台上部収納時）
②暗転幕　　幅約25,000　高さ約10,500

（第２ホール改修　建具）

Ａ－０２８図
第２ホール改修　矩計図（現況）に於いて、Ｘ４通り天井内に「フロントス
ピーカー支持鉄骨撤去」とありますが、詳細及び数量が不明です。ご指
示下さい。

詳細はＡ－015図とし、数量は2箇所。
なお、架台の撤去は第1ホール、第2ホール共、舞台音響設備工事（舞音-
101図）とする。

Ａ－０３４図
第２ホール改修　映写室詳細図（現況）に於いて、Ｘ８通り・Ｙ１０～１１通
り間の鉄骨階段が、取外し・再取付けとなり、平面詳細図に「鉄骨階段：
ＣＰＬ－２．３さび止め塗装、手摺：φ２２さび止め塗装」とありますが、下
記をご指示下さい。
①さび止め塗装は、取外し後に再塗装としてよろしいですか。
②再塗装の場合は、鉄骨階段の各部寸法をご指示下さい。

①よろしい。
②Ａ－111　キャットウォーク階段に準じます。

木製フラッシュルーバーの下地鉄骨の塗装仕様が相違しています。
・Ａ－１１３図　部分詳細図３：Ｄ－０１５　第２ホール木製フラッシュルー
バー　―　ＳＯＰ（黒）
・Ａ－０３９図　第２ホール改修　天井伏図（改修後）　―　ＥＰ塗装（黒）
ＳＯＰ（黒）を正としてよろしいですか。

よろしい。

第２ホール映写室周囲：耐火間仕切（強化ＰＢ２１＋２１片面張り）の下
地が相違しています。
Ａ－１１２図　部分詳細図２：Ｄ－００８　―　ＬＧＳ６５
Ａ－００６図　エレメント図１　―　ＬＧＳ下地
Ａ－０３５図　第２ホール改修　断面詳細図４（現況・改修後）　―　ＬＧＳ
下地
Ａ－００２図　仕上特記事項：７．耐火及び遮音材料等指定リスト　―　Ｃ
－１００以上
ＬＧＳ６５を正としてよろしいですか。

客席側上部壁は耐火要件を満たすためにＣ-100とし、その他はＬＧＳ65と
します。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

81

82

83

84

85

86

第１ホールロビーのＸ１１Ａ～１０Ａ通り・Ｙ２通りの天井撤去・改修範囲が
相違しています。
Ａ－０５０図　第１ホールロビー改修　天井伏図（改修後）　―　壁際まで
撤去・改修
Ａ－０４９図　第１ホールロビー改修　天井伏図（現況）　―　複壁前まで
撤去・改修
壁際まで撤去・改修を正としてよろしいですか。

よろしい。

改修前天井仕上が相違しています。
A－０４９図　第１ホールロビー改修　天井伏図（現況）　―　ヒル石吹付
／アルミルーバー／鏡面・ステンレス鏡面天井
Ａ－００３図　外部、内部仕上表　―　岩綿吸音板Ｔ１２／グラスレスミ
ラー／ヒル石吹付
ヒル石吹付／アルミルーバー／鏡面・ステンレス鏡面天井を正としてよ
ろしいですか。

よろしい。

不燃超軽量グラスレスミラーの目地が相違しています。
Ａ－００３図　外部、内部仕上表１　―　ゴム目地
Ａ－０４８図　第１ホールロビー改修　矩計図３（改修後）　―　目地：アル
ミ□－１５×１５×１．２
ゴム目地を正としてよろしいですか。

目地：アルミ□－１５×１５×１．２を正とする。

Ａ－１１２図
第２ホール映写室のＳＳ－１に於いて、シャッター受けの図示ですが、縦
材の部材メンバー・取付ピッチが不明です。□－１００×１００×３．２＠６
００としてよろしいですか。

取付けピッチはシャッターメーカーの仕様に基づき、施工図等にて決定、
承認とする。部材は□－１００×１００×３．２とする。

Ａ－１１２図
第２ホール投光室のＳＷ－４に於いて、３４×２５で額縁の指示がありま
すが、厚さが不明です。スチールＴ１．６としてよろしいですか。

よろしい。

（第１ホールロビー改修　内部）

Ａ－０４４図
ＳＳ－１に於いて、シャッターの操作方式が不明です。手動式としてよろ
しいですか。

よろしい。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

87

88

89

90

91

92

Ａ－０５６図
エントランスホール改修　天井伏図（改修後）に於いて、パネルＡが４６
（うち照明３４）、Ａ’が２９（うち照明２３）と指示ありますが、照明のあるパ
ネルの位置が不明です。伏図で図示ある「●」が照明でしょうか。その場
合、Ａのパネルが凡例ですと照明３４か所の指示ですが、「●」が図示あ
るのは３６か所になります。何れが正でしょうか。

Ａタイプ照明は３４か所。Ａ’タイプ照明は２３か所とする。

（２ホール便所改修　構造）

Ａ－１１３図
第１ホールロビーの部分詳細図３：Ｄ－０１９に於いて、天井下り壁スタッ
ドの施工ピッチが＠３００とありますが、仕上・下地材がボード２枚張りと
なります。施工面から＠４５０としてよろしいですか。

ピッチ３００とする。

Ａ－０４６・１１３図
第１ホールロビーの防煙垂壁（高透明不燃シート　固定式Ｈ５００　スリ
ムパネルタイプ　壁際耐震シート）のメーカー・品番が不明です。ご指示
下さい。

メーカーの指定はありません。使用材料承認願を提出のうえ、承認しま
す。

（エントランスホール改修　内部）

上記に関連致しますが、グラスレスミラーの納まり詳細・取付方法が不
明です。ご指示下さい。

メーカー標準納まりとする。

第１ホールロビーのＣＨ７，５００部彫込天井の仕上が相違しています。
Ａ－０４９図　第１ホールロビー改修　天井伏図（改修後）　―　岩綿吸音
板Ｔ１２
Ａ－１１３図　部分詳細図３：Ｄ-０１７・２２　―　繊維混入石膏板Ｔ６＋６
内装薄塗材Ｅ
岩綿吸音板Ｔ１２を正としてよろしいですか。

繊維混入石膏板Ｔ６＋６　内装薄塗材Ｅを正とする。

Ａ－１１３図
第１ホールロビーの天井・天井下り壁の軽鉄野縁の施工ピッチが、部分
詳細図３の各詳細図で＠３００とありますが、仕上材がボード２枚張りと
なります。施工面から＠３６０としてよろしいですか。

よろしい。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

93

94

95

96

97

（便所改修　内部）

第２ホール１階便所の化粧鏡の寸法が相違しています。
・Ａ－０６６図　便所改修　平面詳細図・天井伏図・展開図８　―　Ｈ１，０
００
・Ａ－１１６図　部分詳細図６（便所改修　撤去）：ＫＤ－３　―　Ｈ１，０７７
Ｈ１，０００を正としてよろしいですか。

よろしい。

（便所改修　構造）

Ａ－１１５・０６３図
部分詳細図５（便所改修）のＤ－０４２配筋要領図に於いて、既設ＲＣ躯
体面（柱面）に横向き接着系アンカーの指示がありません。上向き・下向
き同様に必要としてよろしいですか。

既存鉄筋を残し、フレア溶接とする。不足する部分については、横向き接
着系アンカーを行うこと。

（２ホール便所改修　内部）

Ａ－００５図
内部仕上表３に於いて、改修後【第２ホール】浴室の天井仕上がバスリ
ブとありますが、廻り縁仕様が塩ビの指示です。天井バスリブに併せ
て、廻り縁もバスリブ用としてよろしいですか。

図示のとおりとする。

Ａ－００５図
内部仕上表３に於いて、浴室天井：バスリブとありますが、メーカー・品
番が不明です。ご指示下さい。

メーカーの指定はありません。使用材料承認願を提出のうえ、承認しま
す。

Ａ－０７４・０７５・参考Ｓ－０２図
便所改修　改修前（撤去）・改修後（新設）　断面図２に於いて、Ｘ６～９
通り・Ｙ１４～１５通り間に配管ピットの指示がありますが、既存参考１階
伏図よりピットの指示がありません。断面図を正とし、ピットありとして見
積してよろしいですか。

よろしい。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

98

99

100

101

102

Ａ－０８３・０８４図
外壁改修：立面図１（東立面図）及び外壁改修：立面図２（西立面図）に
於いて、１階東面Ｘ１４～１５通りＡＤ－１上部及び１階西面Ｘ１～２通りＳ
Ｄ－２０’上部庇に改修の指示がありません。下記としてよろしいです
か。
①天端　―　既存塗膜防水水洗い、下地調整の上、ウレタン塗膜防水
②見付・上裏　―　高圧洗浄、下地処理の上可とう系改修塗材Ｅ

よろしい。

Ａ－００４図
内部仕上表２に於いて、改修後【第１ホール】２階前室天井仕上に有孔
ケイカル板の指示がありますが、穴の大きさが不明です。第一ホール客
席天井有孔ケイカル板と同様にφ８としてよろしいですか。

φ６とする。

（防水改修　外部）

屋根８の改修方法が相違しています。
Ａ－００３図　外部仕上表　―　下地調整の上、ＤＰ塗装
Ａ－０９７図　防水改修　断面図４　―　水洗い
屋根塩ビ鋼板部分が下地調整の上、ＤＰ塗装、軒樋ステンレス部分が
水洗いとしてよろしいですか。

よろしい。

既存コンクリートブロック上部・下部ＲＣ立上りの高さが相違しています。
Ａ－０５９図他　（第４ホール　１階）便所改修　平面詳細図・天井伏図・
展開図１他　―　ＲＣ立上・垂壁Ｈ＝２００
Ａ－０７２図　便所改修　改修前（撤去）断面図１　―　下部Ｈ＝２５０・上
部Ｈ＝５００程度
Ａ－０７４図　便所改修　改修前（撤去）断面図２　【第２ホール客用】　―
立上り無し
ＲＣ立上・垂壁Ｈ＝２００を正としてよろしいですか。

Ａ－０５９から０７１において、ＣＢ上部、下部のＲＣ立上り寸法を示す断面
図はありません。Ａ－０７２第１ホール２ＦＷＣ及びＡ－0７４第２ホールとも
に図示のとおりの寸法とする。

Ａ－０７２図
便所改修　改修前（撤去）断面図１に於いて、２階女子便所１に防水立
上り撤去の指示がありますが、防水の施工高さが不明です。上記の質
疑と同様に防水施工高さもＨ＝２００としてよろしいですか。

Ｈ２５０とする。
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整理番号 質　疑　事　項 回　答

103

104

105

106

107

Ａ－０８９・０９２図
防水改修　２階平面図に於いて、「※１縦樋受平板ブロックは、一旦取外
し、復旧する。」とありますが、配置が不明です。防水改修　Ｒ階・Ｒ２階
平面図屋根１－１部竪樋他、直下の屋根に放流すると思われる箇所全
てに必要としてよろしいですか。

よろしい。

Ａ－０８９図
防水改修　２階平面図に於いて、「※２設備用配管架台は、一旦取外
し、復旧する。」とありますが、配置が不明です。配置ｏｒ数量をご指示下
さい。

設備用配管は別途参考図による。
防水工事時に支障がある架台等を一度取外し復旧する。

屋根３－５部ルーフファンのか所数が相違しています。
Ａ－０９１図　防水改修　４階平面図　―　９００角　６か所・１，１００角　７
か所
Ａ－０９３図　防水改修　詳細図　会議管理棟　４階設備基礎一般　―
９００角　５か所・１，１００角　７か所
９００角　６か所・１，１００角　７か所を正としてよろしいですか。

よろしい。

Ａ－０８９～０９２図
防水改修　２階～Ｒ階・Ｒ２階平面図に於いて、ルーフドレインの指示が
ありますが、立面図に竪樋の指示の無い、竪型ドレイン～屋内配管竪
樋と思われる下記の箇所の竪樋改修の有無が不明です。不要としてよ
ろしいですか。
①Ｒ２階　屋根３－１３、３－１４、３－１５
②Ｒ階　屋根１－４、３－１、３－２、３－３、４
③４階　屋根２－１、２－２
④４階　屋根２－６（Ｘ１５通りＹ１５通り以外）
⑤４階　屋根３－５（Ｘ１０～１１通り側２か所のみ）
⑥３階　屋根２－３、３－７、３－９、３－１０、３－１１
⑦３階　屋根３－６（Ｘ１通りＹ９・１４通り以外）
⑧３階　屋根３－８（Ｘ１通りＹ５通りのみ）
⑨２階　屋根２－４、２－５

３－１３及び３－１４は本工事対象外。
平面図にドレン改修のマークがあるものは改修要とする。

Ａ－０９０・０８９図
防水改修　２階平面図の右上凡例にルーフドレインとありますが、防水
改修　３階平面図に於いて、屋根８にルーフドレインの指示がありませ
ん。ルーフドレイン・竪樋共に改修不要としてよろしいですか。

屋根３－１０に表記のルーフドレンが改修対象となります。
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108

109

110

111

112

（外壁改修　外部）
特Ａ－００２図
特記仕様書（改修２）平成２９年度の４．外壁改修工事：８．設計数量に
於いて、モルタル塗り仕上げ面欠損部の備考に「１００×１００」とありま
すが、数量が２００㎡とありますので、「１００×１００」は不要としてよろし
いですか。

よろしい。

Ａ－００３図
外部仕上表　笠木に於いて、【改修前】防水モルタル→【改修後】水洗い
浮部：エポキシ樹脂注入とありますが、図示がありません。該当範囲・施
工範囲をご指示下さい。

工事対象外とする。(展示棟）

Ａ－０９３図
防水改修　詳細図　ホール棟ハト小屋部に於いて、アゴ水切り～壁の塗
膜防水の下処理が不明です。他の箇所同様に水洗いとしてよろしいで
すか。

よろしい。

アルミ化粧笠木の改修方法が相違しています。
Ａ－０９３図　防水改修　詳細図　―　撤去・新設
Ａ－１１７図　部分詳細図７：ＫＤ－１１アルミ化粧笠木　―　撤去・新設
Ａ－００３図　外部仕上表　―　水洗い
Ａ－０８３図他　外壁改修　立面図１他　―　凡例Ｅ水洗い
撤去・新設を正としてよろしいですか。

よろしい。

Ａ－１１７図
部分詳細図７：ＫＤ－１１アルミ化粧笠木　ジョイント部詳細に於いて、既
設シール全て打替えとありますが、アルミ化粧笠木は撤去・新設の為、
通常のシーリングとしてよろしいですか。

よろしい。
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113

114

115

116

117

Ａ－０８３・０８４図
外壁改修：立面図１（東立面図）及び外壁改修：立面図２（西立面図）に
於いて、１階東面Ｘ１４～１５通りＡＤ－１下部及び１階西面Ｘ１～２通りＳ
Ｄ－２０’下部小階段に改修の指示がありません。下記としてよろしいで
すか。
①踏面・踊場　―　高圧洗浄、下地処理の上ウレタン樹脂系塗床
②見付・上裏　―　高圧洗浄、下地処理の上可とう系改修塗材Ｅ

A-114図 D-025,026参照。

外壁タイル面の改修方法が相違しています。
Ａ－０８３図　外壁改修　立面図１　―　凡例Ａ　タイル剥離防止工法：特
殊繊維強化アクリル樹脂塗布
Ａ－００３図　外部仕上表　―　水洗いのみ
水洗い（高圧洗浄）の上、タイル剥離防止工法：特殊繊維強化アクリル
樹脂塗布を正としてよろしいですか。

水洗い（高圧洗浄）を正とする。

Ａ－００８図
１階平面図に於いて、Ｘ６～８通りＹ２通り及びＸ１０～１１通りＹ１３Ａ～１
５通りにスロープの指示がありますが、改修の指示がありません。下記
としてよろしいですか。
①床　―　既存モルタル面に高圧洗浄、下地処理の上、ウレタン樹脂系
塗床
②内壁　―　高圧洗浄、下地処理の上可とう系改修塗材Ｅ
③外壁　―　高圧洗浄、タイル剥離防止工法（Ａ－０８４図外壁改修立面
図２に指示あり）
④手摺　―　ステンレス手摺水洗い

①床　―　水洗い
②内壁　―　高圧洗浄の上可とう形改修塗材Ｅ
③外壁　―　高圧洗浄
④手摺　―　ステンレス手摺水洗い
とする。

Ａ－００９図
２階平面図に於いて、Ｘ５通りＹ１４Ａ～１５通り屋根２－４～屋根２－５通
り間に渡り階段の指示がありますが、改修の指示がありません。不要と
してよろしいですか。

DP塗装とする。
ササラ：ＰＬ3.2加工、段床：縞鋼板ｔ4.5加工。
Ｗ900×Ｌ2,700。段幅250とし、段数は4段＋2段＋平部Ｌ1,200とする。

上記に於いて、改修が必要な場合は、改修の積算ができる図面をご提
示願います。

上記回答による
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118

119

120

121

122

123

Ａ－０８４図
外壁改修：立面図２（北立面図）に於いて、Ｙ９通りに凡例Ｎ：既存ＥＸＰ．
Ｊ金物水洗いの指示がありますが、当図面に図示のある箇所以外の必
要箇所及び改修（水洗い）の有無が不明です。配置及び改修の有無を
ご指示下さい。

図面以外で必要箇所は無しとします。

Ａ－０８４・１１０図
外壁改修：立面図２（北立面図）及び耐震改修立面図：（北立面図）に於
いて、３・４階Ｙ２～３通り既存ガラリ撤去、ＡＧ－１：２か所新設部ＡＧ１間
の上下の隙間に塞ぎが必要と思われますが仕様が不明です。ご指示下
さい。

新設ガラリは梁形内に納めるため塞ぎは不要です。

Ａ－０８３図
外壁改修　立面図１に於いて、凡例目地に「タイル部　化粧目地Ｗ１０
打継目地Ｗ１５　タイル部の目地は全てシーリング打替　ＰＳ－２」とあり
ますが、タイル部の目地とは、タイル張り部の目地のみとし、タイル裏の
躯体面の打継・伸縮目地の打替は不要としてよろしいですか。

よろしい。

Ａ－０８３・０８４・０８５図
下記の箇所に竪見切りのような項目に凡例Ｊ（既存ステンレス水洗い）
の指示がありますが、対象項目が不明です。対象項目及び形状・詳細
をご指示下さい。
①外壁改修　立面図１　東立面図　―　１階東面Ｘ１～２通り
②外壁改修　立面図２　西立面図　―　１階西面Ｘ５通り
③外壁改修　立面図２　西立面図　―　１階北面Ｙ１４～１５通り
④外壁改修　立面図３　西立面図　―　１階北面Ｘ１４～１５通り

①壁、柱コーナーＬ50*50
②同上
③同上
④ステンレス製片引き自動ドア

Ａ－０８４図
外壁改修：立面図２（西立面図）に於いて、Ｘ２～４通りに鉄骨補強新設
の指示がありますが、仕上が不明です。ＤＰ塗装としてよろしいですか。

よろしい。

Ａ－０８３図
外壁改修　立面図１に於いて、凡例Ａのクラック部にタイル撤去とありま
すが、撤去巾が不明です。ご指示下さい。

クラックの状況によるため、各タイル撤去巾は契約後の施工数量調査結
果による。
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124

125

126

127

128

129

130

131

Ａ－１０４図
建具表１（ホール棟）に於いて、ＳＤ－９・２０に額入り建具の場所がある
ようですが、今回の改修範囲外としてよろしいですか。

よろしい。

１階Ｘ１５～１７通りＹ１５通りＳＧ－３の改修内容が相違しています。
Ａ－０９９図　１階建具案内図　―　再塗装（ＤＰ塗替）
Ａ－０８３図　外壁改修　立面図１　―　水洗い
再塗装（ＤＰ塗替）を正としてよろしいですか。

よろしい。

Ａ－０８３～０８７・０９９図
外部ガラス面のクリーニング（水洗い）に於いて、両面クリーニングが必
要としてよろしいですか。

外部ガラス面を対象とする。なお、内部ガラス面は内部改修工事対象の
部屋はクリーニングが必要。

Ａ－０９９図
外部既存建具のサッシクリーニングに於いて、クリーニングは両面として
よろしいですか。

よろしい。

Ａ－１０４図
ＳＤ－２８’他に於いて、欄間のガラリの仕様が不明です。スチールとし、
ＤＰ塗替と判断してよろしいですか。

よろしい。

（外壁改修　建具）

Ａ－０９９図
外部既存建具の改修に於いて、シール打替は、建具回りのシーリングと
判断し、ガラス回りは不要としてよろしいですか。

よろしい。

Ａ－０９９図
外部既存建具の改修に於いて、ＳＷ・ＳＤ・ＳＣＷは、ＤＰ再塗装の指示
ですが、ガラス面はクリーニングが必要と判断してよろしいですか。

よろしい。

Ａ－０８４・１１０図
外壁改修：立面図２（北立面図）及び耐震改修立面図（北立面図）に於
いて、３・４階Ｙ２～３通り既存ガラリ撤去の上、ＡＧ－１：２か所新設と
なっていますが、既存ガラリ撤去周囲に補修が必要と思われます。モル
タル補修Ｗ１００＋吹付タイルとしてよろしいですか。

建具周囲防水モルタル＋可とう形改修塗材Ｅとする。
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132

133

134

135

136

137

138

Ａ－０７７図
音漏れ対策　平面詳細図（現況・改修）に於いて、改修前平面詳細図の
Ｘ３通りのＳＤ－１上部垂壁部Ｈ５００が⑤壁：軽量鉄骨下地・ＧＢ－Ｒｔ
９．５＋１２．５の指示ですが、建具横の壁にコンクリート　カッター入れ
の指示があります。建具上部はＬＧＳ、建具横はＲＣ壁で、それぞれ撤去
するとしてよろしいですか。

カッター切りはそで壁の根元、柱型との縁切りとして行うこと。

Ａ－１１０･０４３図
ＡＧ－１に於いて、枠の納まりが不明です。建具特記事項のアルミ製建
具枠（一般納まり）とし、額縁は不要としてよろしいですか。

アルミ三方アングル及び水切りを取り付けること。

Ａ－０４図
建具特記事項に於いて、外部建具廻りに発泡ウレタン充填の指示です
が、仕様が不明です。ノンフロン品としてよろしいですか。

よろしい。

（音漏れ・振動対策　内部）

Ａ－１０９図
建具表６（展示棟）に於いて、ＳＤ－１７の仕上がステンレスの指示のた
め、クリーニングとシーリング打替としてよろしいですか。

展示棟は今回工事範囲外。特Ａ－００１工事概要　参照。

Ａ－１０９図
建具表６（展示棟）に於いて、ＡＷ－１０・１１の姿図にスチールパネルの
指示ですが、スチールパネル部は塗装の塗替は不要でしょうか。必要な
場合、スチールパネルの範囲の分かる姿図をご提示下さい。

展示棟は今回工事範囲外。特Ａ－００１工事概要　参照。

Ａ－１１０図
ＡＧ－１に於いて、防虫網の仕様が不明です。ステンレスとしてよろしい
ですか。

よろしい。

Ａ－１０６図
建具表３（ホール棟）に於いて、ＳＣＷ－２に一部アルミの指示ですが、
どの範囲がアルミか不明です。ご指示下さい。

外部見え掛りＣＷ部の無目、方立てとする。
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139

140

141

142

143

144

Ａ－０８２・１１５図
竪樋改修詳細図（現況・改修後）　Ｂ部　配筋要領図に於いて、壁上部
に無収縮モルタルの指示が無く、打設方法が不明です。部分詳細図５
（便所改修）Ｄ－０４２に倣い、上部Ｈ２００部分を無収縮モルタル充填
（圧入）としてよろしいですか。

よろしい。

（竪樋改修　内部）

Ａ－０８２図
竪樋改修詳細図（現況・改修後）に於いて、ＲＣ壁一部撤去・復旧に伴
い、ＥＶ機械室・ＥＶの壁仕上の撤去・復旧が必要と思われますが、ＥＶ
機械室・ＥＶの現況・改修後の壁仕上が不明です。ご指示下さい。

ＥＶの壁改修は不要。
ＥＶ機械室の壁仕上は化粧型枠コンクリート打放し(現況、改修）とする。

Ａ－０７９図
音漏れ対策　天井伏図（現況・改修）に於いて、解体撤去・改修項目⑥
天井：岩綿吸音板撤去（下地　現況のまま）、同材貼りとありますが、、
下地現況のままの下地とは、ＬＧＳ下地の事とし、捨張りのボードは撤
去・改修するとしてよろしいですか。

よろしい。

上記の質疑に於いて、岩綿吸音板はＴ１２、捨張りＰＢはＴ９．５としてよ
ろしいですか。

よろしい。

（竪樋改修　構造）

Ａ－０７７・００２図
音漏れ対策　平面詳細図（現況・改修）に於いて、新設・改修項目①と④
に塩ビシート貼の指示がありますが、仕様が不明です。仕上特記事項
の仕上材料名表示凡例ではビニル床シートはＡとＢの２種類あります。
何れかご指示下さい。

図Ａ－００８参照。塩ビシートはＡ－００２　ビニル床シートＢ　ｔ＝2.0とす
る。

Ａ－０７７図
音漏れ対策　平面詳細図（現況・改修）に於いて、改修後平面詳細図に
新設・改修項目③壁：軽量鉄骨下地Ｗ６５　ＧＢ－Ｒｔ９．５＋１２．５＋ＥＰ
の指示がありますが、巾木の有無が不明です。ビニール巾木Ｈ６０が必
要としてよろしいですか。

よろしい。
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145

146

147

148

149

150

Ａ－１１０図
耐震改修　立面図に於いて、鉄骨補強新設に伴い、外壁吹付タイルの
撤去が必要ですが、撤去範囲は、ベースプレート＋片側５０㎜程度とし
てよろしいですか。

よろしい。

（外構その他工事　外構）

Ａ－１２４図
仮設計画図１（参考）において、アスファルト舗装撤去・復旧範囲があり
ますが、路盤の仕様・厚さが不明です。路盤の仕様・厚さは、ＲＣ－４０・
Ｔ１５０としてよろしいですか。

図Ａ－１２４については、別添のとおりとする。

ＰＨＲ階Ｘ４通りＹ８通りの柱頭補強の有無が相違しています。
・Ｓ－１０８・１１８図　ＰＨＲ階床梁伏図・Ｙ８通り軸組図　―　あり
・Ｓ－１１０図　Ｘ４通り軸組図　―　無し
ありを正としてよろしいですか。

よろしい。

Ｓ－１３３図
第２ホール補強詳細図に於いて、Ｃ部詳細図の新設Ｂ．ＰＬ－１２の寸法
が相違しています。
・姿図　―　Ｂ．ＰＬ－１２×８００×２００
・指示寸法　―　Ｂ．ＰＬ－１２×５００×２００
Ｂ．ＰＬ－１２×８００×２００を正としてよろしいですか。

よろしい。

（耐震改修　外部）

Ａ－０８２図
竪樋改修詳細図（現況・改修後）に於いて、エントランスホール一部床仕
上：磁器質タイル２００角の撤去・復旧が発生しますが、磁器質タイルの
メーカー・品番が不明です。ご指示下さい。

メーカーの指定はありません。使用材料承認願を提出のうえ、承認しま
す。

Ａ－０８２図
竪樋改修　詳細図（現況・改修後）に於いて、Ｂ部断面詳細図に引出し
線で「既設スチールアングル四方枠　撤去・新設」とありますが、図示の
撤去・新設範囲（網掛け範囲）は２辺のみとなっています。引出し線に記
載ある４辺の撤去・新設としてよろしいですか。

よろしい。

（耐震改修　構造）
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151

152

153

154

155

156

157

（設備）

特M-01図「石綿含有分析調査　定性分析により石綿が含有されている
場合は、定量分析を実施する。」と記載有りますが、調査費を見込むも
のと考えて宜しいですか。

よろしい。
石綿が含有されている場合の定量分析は、定性分析の結果を見て別途
協議によることとする。

Ａ－１２４図
仮設計画図１（参考）に於いて、第２駐車場にアスファルト舗装復旧とあ
りますが、断面が不明です。アスファルト舗装撤去・新設範囲と同一断
面としてよろしいですか。

図Ａ－１２４については、別添のとおりとする。

Ａ－１２４図
仮設計画図１（参考）に於いて、第２駐車場に「※使用後、切込砕石Ｃ－
４０による整地転圧」とありますが、厚さが不明です。切込砕石Ｃ－４０の
厚さはＴ５０としてよろしいですか。

図Ａ－１２４については、別添のとおりとする。

Ａ－１２４図
仮設計画図１（参考）に於いて、第２駐車場に「トラロープ＋金属杭によ
る駐車区域の復旧」とありますが、駐車区画の配列が不明です。ご指示
下さい。

図Ａ－１２４については、別添のとおりとする。

Ａ－１２４図
仮設計画図１（参考）において、アスファルト舗装の構成及び厚さに「車
道部の基層有り　基層５０ｍｍ表層３０ｍｍ」とありますが、基層の仕様
が不明です。基層の仕様は、粗粒度アスファルト混合物（２０）としてよろ
しいですか。

図Ａ－１２４については、別添のとおりとする。

Ａ－１２４図
仮設計画図１（参考）に於いて、駐車場の白線引きの復旧が必要になり
ますが、仕様が不明です。白線引きの仕様は、Ｗ１５０・溶融式としてよ
ろしいですか。

図Ａ－１２４については、別添のとおりとする。

Ａ－１２４図
仮設計画図１（参考）に於いて、車止めの撤去復旧の有無が不明です。
車止めの撤去復旧範囲は、改修対象建物北側とし、既製品・アンカー止
め程度としてよろしいですか。

図Ａ－１２４については、別添のとおりとする。
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158

159

160

161
第１ホール及び、第２ホールの客席につきまして、取外しした際の仮保
管場所は、提供して頂けるものと考えて宜しいでしょうか。

受託者にて確保すること。

M-29図「第1ホールロビー空調配管(CW,CWR)」は冷却水管と考え、材質
は冷温水管(SGP-白)と同じで宜しいですか。又、保温も必要でしょうか。

SGP-白とし、保温を行なうものとする。

（仮設他）

第1・第2ホール共に、舞台床の最大積載荷重（kg/m2）をご教示願いま
すでしょうか。

既設木床組は、大引き105×105　＠900　ヒノキ、束105×105　＠900　ヒ
ノキ根太54×54　＠360　ヒノキです。
仮設計画では上記条件を勘案の上床補強等を考慮すること。

特M-01図「撤去工事」に於いて、発生材の処理で引渡しを要するものは
無しと考えて宜しいですか。

よろしい。
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ユニック車

※外壁改修に伴い建物周囲に足場を設置のこと

移動可能の仮設間仕切り（A型バリケード等）で
工事車両通路を確保する。

※金曜日の工事終了後には撤収し、月曜日の朝に再設置する。

仮囲い（3・4期）

外壁改修時、歩行者用安全通路用仮設間仕切り（A型バリケード）

ガードマン（作業時）

（資材置場兼工事管理事務所用地）

※外壁改修時の外部足場の下部H＝3.0ｍまで成型鋼板等による侵入防止対策を行うこと。

※外部足場を設置する際、設置部分に樹木がある場合は監督職員と協議の上、剪定を行うこと。

※第1ホール利用時は足場設置不可のため、高所作業車等にて対応すること。

（約1300m2）

（
約
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）

（約32m）

出入口部

アスファルト舗装復旧

 アスファルト舗装

　基層　・粗粒度アスファルト混合物（20）
　表層　※密粒度アスファルト混合物（13）又は密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）
  　 　 ・細粒度アスファルト混合物（13）又は細粒度ギャップアスファルト混合物（13Ｆ）

加熱アスファルト混合物等の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表22.4.6)
配合その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.4.4)

シールコート　　　　　　　　　・行う　　　　　　※行わない　　　　　　　　(22.4.5)
試験練り　　　　　　　　　　　・行う　　　　　　※行わない　

切取り試験　　　　　　　　　　・行う　　　　　　※行わない　　　　　　　　(22.4.6)

アスファルト混合物の抽出試験　・行う　　　　　　・行わない
平たん性　　　　　※通行に支障となる水たまりを生じない程度

構成及び厚さ　・車道部の基層なし　基層　－　　　　表層　50ｍｍ　       (22.4.2)
　　　　　　　・車道部の基層有り　基層　50ｍｍ　　表層　30ｍｍ
　　　　　　　・歩道部　　　　　　基層　－　　　　表層　30ｍｍ

 アスファルト舗装　撤去・新設範囲

一般車両動線

工事車両動線

仮囲い（仮囲鉄板H=3.0ｍ）

ゲート（ｼｰﾄゲートW6000xH4500）

凡例

建物出入口

外部足場に利用者出入口確保(H2.1m以上)  ※落下物等対策を行うこと

アスファルトカッター切り

路盤は既設利用とする。

撤去により乱れた路盤材を補充の上
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駐車桝
【一般用】

７３台分

３１台分

接着剤併用

区画線（溶解式）

7.2mx7.5m

（路盤Ｃ－４０　Ｔ＝１５０）
（表層　Ｔ＝５０　密粒度アスコン（１３））

転圧すること。
（復旧路盤仕様はＣ－４０）

※使用後、切込砕石C-40（Ｔ＝５０程度）による整地転圧

トラロープ+金属杭による駐車区域の復旧
（W2.0m×L5.0mの駐車区画　６１台分）


